
カメムシ目アメンボ科 石川県カテゴリーエゾコセアカアメンボ 情報不足

なし国カテゴリー

北海道、礼文島、本州。
国内分布

白山山系の１箇所の池（殿池）の1950年代の記録のみである。
県内分布

体長10～15mm。胸背部および前翅は暗褐色～暗赤褐色。体形、色彩はコセアカアメンボによく似てお

り、外見での区別は困難である。腹部第７結合板後縁の突出は鈍い。オス生殖器の末端片の形状は特

異的で、長い嘴状となる。長翅型のみ。

形　　態

北方系の種で、県内では白山山系の１箇所で確認されているのみである。本県は国内分布の西限であ

る。
選定理由

水面に落下した小昆虫などを捕食する。
生　　態

生息地は高山帯であり、人為的な環境の変化が生じにくいため、現在も生息していると思われるが、

調査する必要がある。
生存の危機
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寒冷地の池沼に生息する。
生息地の条件

県内の分布

Gerris (Macrogerris) yezoensis (Miyamoto)
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写真 (図 )はありません。

1989年以前に生息を
確認しているが、1990
年以降の生息が不明
である
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